
プログラム

１．市によるこしがやＳＤＧｓパートナー制度の年間報告
２．越谷市環境管理計画に基づく越谷市の環境施策について
３．こしがやＳＤＧｓパートナー登録者の取組内容について
４．基調講演「脱炭素社会を目指して～ＳＤＧｓと脱炭素～

講師：霜鳥 正隆氏（ＮＴＴ東日本 埼玉南支店 支店長）
５．グループワーク

こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

参加者一覧

以下の１１の企業・団体等から１２名、一般の参加者５名の
計１７名の参加となりました。

1.武蔵野金属株式会社
16.株式会社サンエー緑化
21.千間台西６丁目自治会
47.株式会社イハシ（イハシグループ）
49.株式会社 さいたま資材
61.株式会社イーグルハウジング
63.株式会社栃木銀行 越谷支店
95.東京電力パワーグリッド株式会社 川口支社
98.株式会社クラブキッズ
143.株式会社 セゴテック
156.東日本電信電話株式会社 埼玉南支店

内容

開催期間：令和７年２月１７日（月）
場 所：中央市民会館



こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

１．市によるこしがやＳＤＧｓパートナー制度
の年間報告

こしがやＳＤＧｓパートナーの令和６年度の一年間の実績を報告
しました。
【主な内容】
・登録者数の状況
・こしがやＳＤＧｓパートナー展２０２４
・こしがやＳＤＧｓパートナーのＰＲ活動
・苗木の配付と苗木のパートナーステイ

２．越谷市環境管理計画に基づく越谷市の環境
施策について

越谷市環境政策課の主な業務の内容と、越谷市環境管理計画の
説明を実施しました。
【主な内容】
・越谷市環境政策課環境政策担当、環境対策担当の主な業務内

容について
・越谷市環境管理計画の構成、推進主体について

※全編は越谷市の公式ホームページにて公開しています。



こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

３．こしがやＳＤＧｓパートナー登録者の取組
内容について

登録者のみなさまに提出いただいた報告書を環境政策課で代読し
紹介しました。

・みなさんの活動状況を知ることができてよかった
・これからの活動のヒントになった
などの感想を参加者のみなさんからもいただきました。

※みなさんからいただいた報告書は越谷市の公式ホームページで公開
しています。

令和６年度報告書 提出者一覧

以下の１０の企業・団体等から報告書の提出がありました。

13.株式会社 鈴木組
21.千間台西六丁目自治会
39.有限会社 宝亀園
47.株式会社イハシ（イハシグループ）
62.東武環境株式会社越谷工場
63.株式会社栃木銀行 越谷支店
85.城北信用金庫
92.埼玉県生態系保護協会越谷支部
95.東京電力パワーグリッド株式会社川口支社
143.株式会社セゴテック



こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

４．基調講演「脱炭素社会を目指して～ＳＤＧｓと脱炭素～
講師：霜鳥 正隆氏（ＮＴＴ東日本 埼玉南支店 支店長）

ＮＴＴ東日本 埼玉南支店 支店長の霜鳥正隆氏による基調講演を実施しました。
世界規模のお話から身近な話まで、わかりやすくご説明いただきました。

参加者のみなさんからも
・世界の問題が見えて勉強になった
・講演に出てきたワードに新たに興味が沸いた
・資料を持ち帰ってじっくり読みたい
などの声が聞かれました。



こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

５．グループワーク

基調講演後、脱炭素をテーマにグループワークを実施しました。
グループは１班３～４名で、企業・団体・学生と、立場がバラバラになるように編成しました。
グループワークでは、一人につき９０秒間、自分が取り組んでいる脱炭素につながる活動や、今後取り組みたいと思っている活動な
どについて話していただきました。
発表時間の９０秒では足りないほど熱い思いを語っている参加者の方も随所で見られ、脱炭素やＳＤＧｓに関する関心の高さがうか
がえました。

その後、各グループごとに代表者からグループで出た意見などのまとめを発表していただきました。

・立場の違う人の意見が聞けて大変貴重な時間となった
・この会に参加するまでは何をすればいいのかわからなかったが、

ヒントが聞けてよかった
・「脱炭素」は様々な分野に関連しているとわかったので、自分が

できることを少しずつ実践しようと思った

などの意見の発表がありました。

他の参加者のみなさんの意見に共感したり、新たに気づきを得たりと、
グループワークを通して「脱炭素」を“自分事”とみなさん感じて
いる様子でした。



質問２ 脱炭素社会を実現するために、市民・事業者・行政
に期待する（されている）役割はどのようなことだと思いま
すか？
主な意見を抜粋

こしがやＳＤＧｓパートナ交流イベント～脱炭素社会を目指して～
報告書 実施日：令和７年２月１７日（月）

６．アンケート結果

参加者のみなさんに脱炭素についてのアンケートを実施しました。

質問１ 脱炭素につながる取組を行っていますか？

みなさんが実施している取組を一部紹介します
・節電・節水・太陽光パネル設置（災害時電力無償提供）
・ビニール袋有料化
・廃棄物の削減
・重機のアイドリングストップ
・二酸化炭素排出量の少ない燃料の使用・電炉メーカーへの納入
・ペットボトルキャップ、古切手、裏紙利用
・文具リユース・ロードサポート、リバーサポート
・風力変電サポート
・プラスチックごみの分別
・創エネの提案
・ＬＥＤ化
・植物油を使用した変圧器の導入
・省エネ家電
・クールビズ
・リモートワーク

知ること１．個人

再エネ・省エネ設備の導入、技術革新２．大企業

再エネ・省エネ設備の導入、地域への情報共
有

３．中小企業

補助金・助成金制度の充実
４．国・県・
市などの行政

枠組みを超えた環境づくり５．その他

15行っている

0行っていない


